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論文内容の要旨

インドネシアは，地理的には赤道をはさんで，イリアン，カリマンタン，スマトラなどの大陸にも匹敵

する大きな島からサンゴ礁の無人島に至る無数の島々からなり，気象的には国土の大部分が熱帯湿潤地帯

であるが，地理的変化に富んでいるため，その植物相は極めて複雑で，植物分類学，生態学などの立場か

らの調査もまだ充分ではないといわれている。一方，現在のインドネシア社会における医療の実態をみる

と，都市部では酎涯学による病院，薬局等があるが，一般には，ジャムゥ(J amu) 生薬や製剤など，

インドネシアの伝統的薬物が用いられ，村落ではインドネシア古来の民間医， ドクン (Dukun) による治

療を受けている。ジャムゥ生薬はインドネシアの豊富な薬用植物資源をもとに 古くから中国やインド医

学の影響を受けながら発達し，現在まで伝承されてきたものである。

著者は，生薬学講座における新しい生物活性化合物の探索を目的とした，インドネシア天然薬物の化学

的研究の一環として，伝承に者いて，あるいは経験的に薬効が認められている 4種のジャムゥ生薬，

A lyxia reinwardti i 81.. (Apocyna ceae ) (樹皮) , Te rm i na 1 i a c i t r ina (Gaertn. 

R主主.と T. belerica R OX 8. (Combre taceae) (果実) ，およびMerremia manmosa 

CH旦1三. (Convo 1 vu 1 aceae) (塊根)の含有成分について化学的研究を行った。

AIyxia reinwardti i はインドネシアの高地に広く分布するつる e性木本で、、 Pulosari" と呼ばれ，

その樹皮は，種々の腸疾患の治療や下痢止め，健胃および鎮痘薬として用いられ，また，ジャムゥ方剤中

にもしばしば配剤されている。著者は， Pulosari の乾燥樹皮のメタノー川由出エキスから， トリテ Jレ

ペン lup-20 (30)-en-3゚ -yl acetate , リグナン pinoresinol およびその配糖体

pinoresinol ﾟ -D-glucopyranoside を単離同定するとともに新規の苦味イリドイド配糖体
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pulosarioside 見)を単離し，それらの化学構造を明らかにしたo

i は構造の明かとなったトリメリックイリドイドグリコシドの

珍しい例であり， また，ょにはセンブリ (Swertia japonica 100fH3 
o _.)じ、 n

MAKIN 0) の苦味配糖体 swert iamarin と同程度の苦味 u ~ /、守/、CHっOHCHO C-O・.( , -..L 

が認められ， Pulosari が健胃の目的で用いられることを考え L よ 、~

合わせ興味深い知見と思われる。 | l • I 

、も、、\、 A "λ"Ò 0 
Te口rmi

する大木れで， そ初の果実は下痢止帥め， 収飲鯨薬とιして覗腹部服疾賦患恥の治撤療 ?卯内仰h叩2♂川0
lに乙用いられるム。一方， T. beleric臼a (りJa討lawe) の果実も f一0久"I 、ム /λò 0 

iOH 1 ~ Y 
J oke 1 ing と同様な目的で用いられるが，乙れらの植物に関す 丸一1.1 ， ~ 

十10 .... 吋十H

る化学的研究例はない。著者は， J oke 1 ing および Jalawe 011 

の果実から， ga 1 1 i c a c i d ，タンニン chebul inic acid , 

1 , 3 , 6-tri-0-galloyl-ß-D-glucopyranose , 

chebul ic acid を単離同定した。さらに Jokel ing からは

トリテルペン barrinic acid を得るとともに，その新規配糖 pulosarioside (ム)

体 28 -O-゚ -D-glucopyranosylbarrinic acid を得

その化学構造を明らかにした。乙れらのタンニン類はともに強い収敏性を示す乙とが知られており，また，

HPLC による定量結果を考え合わせ J oke 1 ing および Jalaweの収敏活性の本体と考えられる。

Merremia mammosa (B idara upas) はインドネシア各地に広く自生し，また，薬用を目的とし

て栽培されるつる性草本で，その塊根は百日咳，気管支炎などの呼吸器系の疾患，糖尿病，浮腫などの治

療に用いられるジャムゥ生薬である。著者は 1 985年ジャワ中部ジョグジャカルタで入手した

Bidara upas 塊根の含有成分を検索し， 9種の新規樹脂配糖体， merremoside a~， b@, c~， 
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1 11 王 3 A Y. 
Rム= C-~・C2 HS ' R~= C-CH(CH3)2' 

R2= B-ιglucopyranosyl ， R3=H 
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d(êl , e (ê}, f (7}, g(_m, 

hd乏)，および、 h2~を単離し，

それらの化学構造を明らかに

した。その過程で，

merremoside 類など種

々の樹脂配糖体に共通するオ

キシ脂肪酸 jalapinolic

a c i d (11)およびその光学異性

体を， Sharpl ess エポキ

シ化反応を鍵反応として合成

する乙とによって， 11 の絶

対構造 (S 配置)を明らかにした。また， merremos ide 類の生物活性の検討を依頼したところ，これ

までに， merremoside b@)およびd切には抗セロトニン作用がある乙とが判明している。

論文の審査結果の要旨

新しい天然薬物資源探索の現点から，熱帯多雨地帯の植物は重要な研究対象である。本論文では，イン

ドネシアにおいて実用に供されている数種の天然薬物(ジャムゥ生薬)を研究対象として，その化学成分

を精査，三量化イリドイド，樹脂配糖体ラクトンなど数多くの新規成分を発見し，それらのすべての化学

構造を明らかにしている。そして，それらのいくつかが，生物活性を示すと乙ろから，それらの天然薬物

が民間薬として用いられている科学的よりど乙ろを示す乙とが出来た。

以上の成果は，薬学博士の学位論文として充分価値あるものと認められる。
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